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ミッション（社会的使命・存在価値）     

～に対して（貢献対象）～することで（貢献方法）～する（貢献内容）             

（今後の人口減少・少子化社会における地域コミュニティーの一員として）         

富勢中は，在籍するすべての生徒及び保護者，地域の住民に対して， 

特色ある質の高い教育を創造し、その信頼に正面から応えることで， 

平和で民主的な国家や富勢地域の未来を担う社会の形成者を育てる。 

保護者・地域の願い 

□我が子が毎日楽しく学校

に通い、いじめ等の問題が

なく，一人ひとりが大切に

され、放課後安全に帰宅し

てくること 

□地域の中の学校として、

自ら進んで挨拶ができる

等、地域を明るくすること

で貢献する生徒を育成する

こと 

生徒の実態 

■規範意識の欠如等による

生徒指導上の問題を抱える

生徒は少ないが、長期欠席

の傾向の生徒がいる。 

■自己肯定感の低い生徒。

one of them の意識から

only one の意識へ変革する

必要。任されたり与えられ

たりしたことはやるが、自

ら考える場面が少ない。 

学校教育目標（長期目標） 

知性（創造力）・道徳性（想像力）・人間性（生きる力） 

「生きる力」のある生徒の育成 

～確かな学力・豊かな心・健やかな体～ 

中期目標 

「学び成長し続ける富勢中学校（生徒及び教員）」の主力商品として質の高い授業 

 ➡ 何ができるようになるのか・何を学ぶのか・どのように学ぶのか・何が身についたのか 
目指す生徒像 

素直（今の自分を大切にし<肯定的自己理解>、将来の自分に期待する<自己有用感>）    

生徒に身に付けさせたい学力<３つの思考力> １ 論理的思考力 ２ 創造的思考力 ３ 想像的思考力 

１ 論理的思考力 ２ 創造的思考力 ３ 想像的思考力 
○授業の中で「聞く」「「読む」「話

す」「書く」等の言語活動を行うこと

を通して、相手に説明できるロジック

（論理性）を身につけている生徒 

○素直で「知性（答えのない問いを深

く問い続ける能力）」に溢れ、目前の

問題を解決するための「問い」を自ら

立て、他に貢献する生徒 

○授業のめあてに対し、自分の考えを

持ち、他と交流し自分の考えをブラッ

シュアップ（深化・変容）させていく

意識（自己肯定感）が高い生徒 

短期目標 

品質保証 品質改良 商品開発 

自ら学び続ける生徒の育成に向け、学

び続ける教員としての専門性の向上及

び学びの質的変換を図る 

教師の説明を受けて理解する知識伝達

型から仲間との交流を核とした問題解

決型授業への移行を図る 

３年前に創設された道徳科の授業を通

して、自ら考え、判断し行動する（学

びに向かう力）を育成する 

目指す教員像 

 学びの共同体（平等に発言するが強制はせず、連帯感はあるが自分自身で考えることを重要視する） 
 授業を３つの視点で常に見直す（品質保証、品質改良、商品開発） 

○組織体としての「学びの共同体」を

形成し、その協働性を大切にして、お

互いに授業づくりに取り組む同僚性が

豊かな教員集団 

○従来の「この子はよく知っている」

から、「この子はよく考えている」を

最大級の褒め言葉にすべく授業に対話

を仕組む教員集団 

○「主体的・対話的な深い学び」のイ

メージを持ち、カリキュラムマネジメ

ントの視点から単元の構成ができる教

員集団 

 

 

R06 

取り組み 

のための 

仮説 

 

 

○全教員が生徒の学びの視点を強調し

た指導案を作成した上での授業研究を

１回以上行い、リフレクションではど

の生徒にどんな学びがどの場面であっ

たかの視点で話し合うことにより，教

員が本時で身につけさせたい力（授業

のゴール）と生徒の実態（興味関心や

能力の違い）が一般的には乖離してい

ることを認識し、授業はまとめから逆

算して学習問題を設定できるだろう。 

○生徒の学びの視点の指導案（見いだ

す、調べる、深める、まとめあげる）

を通し、概念的知識や意味理解を問う

授業を目指すワークショップを行うこ

とにより，知識基盤社会では知識自体

の価値はむしろ下がる中で、最も求め

られる資質能力の一つが、自分なりの

「問いを立てること」であり、「考え

る」に関して、「どう考えるのか」ま

で掘り下げることができるだろう。 

○講師を招聘してグループワークを入

れながら、多様な価値観を前提として

どのように「考え議論する道徳」を捉

えるか（構成や順序はどう変わるの

か）及び評価に関し、資料の提示や所

見のための記録方法等の研修を行うこ

とにより，それを応用してビブリオバ

トルをアレンジし、同じ本を読んだ後

の印象深かったことを語りあう「読書

会」につなげられるだろう。 

R06 

具体的な 

取り組み 

 

一番重要な経営資源である「人材（人 

財）」を育てその能力開発を図る。 

初任者及び経験２校目の教員を育てる 

ことを目指し、主任等のミドルリーダ 

ーが若手研修において、自己の失敗談 

を語る機会を設けるなど、メンターと 

なり、お互いに心を開いて語り合う。 

一人ひとりの経験・能力・特性（強み 

と弱み）の把握に努め、認めることを 

通じて、本人自身に気付きを与えるこ 

とを校長が目標申告面接の他、常に実 

践していく（成長の記録を残す）。 

学力を「学んだ結果」としてだけでな

く、「学び続ける力」としてとらえた

授業へと変わりつつある。生徒どうし

の「関わりあう力」や新しい課題へ

「挑戦する力」を育成するための言葉

がけをロールプレイングで学ぶ。 

知識基盤社会は刻々とあらゆる知識が

アップデートされ、「本物」と「偽

物」の区別が大人でさえ難しくなって

いる。校長として生徒に「本物を見抜

ける目をもつには、自分が本物の人間

になるしかない」と語っていく。 

伝統である密着した生徒指導を基盤と

しつつ、計画的な道徳を実施する。善

悪等の道徳的判断力、思いやり等の心

情、挨拶等の実践意欲は、「想像力」

が必須であり、教育活動全体を通した

実施計画を策定する。 

「生きる」とは「自主的に判断しどう

行動するかを決める（行動決定）こ

と」であり、道徳の時間の発問が心情

を問うものが多く、「他にどういう行

動があるか」「あなたならどうする

か」を問うことを全クラスで行う。 

R07に向けて 

次の一手 

プラスワン 

アフターコロナ時代にふさわしい教育活動について、全職員で対話を継続し、その過程を可視化して意思決定する。 

昨年度のMMG（みんなでつくる魅力ある学校）の経験をいかし、生徒の学びの視点からのリフレクションを充実させる。 

GIGA スクール構想のもと「１人１台端末を活用した授業改善」「情報活用能力の育成」等に全教科で取組む。   

学校運営協議会（コミュニティースクール）の理念に基づく「地域学校協働本部」を実働し、子どもの学びを深める。 

地域や保護者に教科・道徳・総合学習・学校行事等を年数回公開するには、どのような対策が必要かを模索していく。 

全学年の教科書使用を想定した「考え議論する道徳」にするための毎時間の「主発問一覧」暫定版を作成する。 

 
  


